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創立 30周年の記念すべき日本トイレ協会 2015年度通常総会は、５６名

が出席され、記念フォーラムでは約 70名の例年を上回る参加者数を得て開

催されました。会場は日大理工学部まちづくり工学科天野光一教授のご協

力で、日本大学理工学部御茶ノ水校舎（旧カザルスホール）303号室。ス

クリーン、プロジェクター、黒板、教壇、教卓の揃った 200 名収容のアカ

デミックな雰囲気のある大教室をお借りすることができました。 

総会では、2014年度の活動報告において、昨年の総会で承認された活動

計画が皆様方のご協力でほぼ全うできたことを報告いたしました。今年度

の活動計画では、「創立 30周年記念全国トイレシンポジウム（11月）」

「『トイレ学大事典』の発行」、「一般社団法人への推進」、「内閣が推

進する『女性が活躍する社会づくりへのトイレのあり方』の構築」、「2020

年東京オリンピック・パラリンピックに向けて『おもてなしトイレ』の構

築」等が承認されました。 

総会の後の 30周年記念フォーラムでは、基調講演を東京都市大学の坂上遼教授にお願いしました。氏は

週刊文春で「『トイレ探検隊』がゆく！」を担当されるルポライターであり、各地のトイレを探検してユニ

ークな記事を連載されていて、それにまつわる大変楽しい講演でした。協会の 30周年のあゆみの PPTを楽

しく見た後、「トイレの 30年とこれから」という座談会では、長らく活動してきた 3人の副会長と一番若

い新理事と、それに坂上遼氏に入ってもらい、テーマについて話し合いました。ご出席をお願いしていたこ

ともあり、ご多忙にも拘わらず駆けつけて下さった鴨下一郎衆議院議員（元環境大臣）が途中から加わり、

実のある楽しいトークになりました。鴨下先生は 30年前伊東市での第 1回のトイレシンポジウムでパネリ

ストとして医学的見地から熱弁を振るわれたいわば戦友です。 

30 年間長く活動して下さった方々への表彰、バックアップして下さった企業への感謝状の贈呈も行いま

した。そして、30周年を祝って方々から暖かいメッセージも頂きました。鴨下一郎先生、シンガポールの

WTOを主催するジャック・シム氏、横浜国際フォーラムで講演された韓国成均館大学の慎重進教授、台湾ト

イレ協会 TTAの游明国理事長、沈英標前理事長、鄭政利元理事長、林長勲、林拍婷事務局長夫妻、呉明修氏

の息女呉旻熹さんから頂き、ロビーに展示披露しました。 

総会後の交流会では、酒を酌み交わしながら出席者同士で情報交換をし、交誼を深め、明日への活力の漲

る楽しい会でした。宴の後の 20時 23分東京近辺は激しい地震の揺れを感じ電車が止まり、帰宅が夜中にな

るなどおまけ付がありました。 

最近、政府もマスコミも一般社会にもトイレへの関心が急速に高まってきました。 

本年も、会員の皆様、役員の方々と協力し合い、快適な社会環境の構築とトイレ文化の向上、国際的協力

と交流を続けてまいりたいと思います。 
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2015年度 総会・フォーラムを終えて   会長  高橋 志保彦 
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 日本トイレ協会の２０１５年度通常総会・創立３０周年記念フォーラ 

ムが５月３０日（土）１３時から日本大学理工学部御茶ノ水校舎３０３ 

号教室（東京都千代田区神田駿河台１－６）で開催されました。  

 協会創立３０周年とあって鴨下一郎元環境大臣、日頃友好関係にある 

台湾（TTA台湾衛浴文化協会）、韓国、中国、シンガポール（WTO）各国の

トイレ協会などからお祝いのメッセージが寄せられました。 

 

■通常総会（１３時～１４時） 

 出席者５６名、委任状５７名計１１３名の出席を得、会則第２４条に定める会員総数（１３３名）の二分

の一以上の出席を確認、総会成立が事務局から報告。 

 倉田理事の司会で議事録署名人に富山県の上田勝郎会員、東京都のＴＯＴＯメンテナンスの加藤英明会員

が、次いで議長に赤堀理事が選出され、下記議題の審議が行われました。 

 各議案とも満場一致で承認可決され１４時に終了しました。 

記 

第１号議案 ２０１４年度活動報告          第４号議案２０１５年度収支予算（案） 

第２号議案 ２０１４年度収支報告及び監査報告    第５号議案 役員の改選 

第３号議案 ２０１５年度活動予定（案） 

 

 第３号議案の２０１５年活動予定では創立３０周年記念事業として「記念フォーラム」「トイレ学大事典

の発刊」「３０周年記念トイレシンポジウム」などの多様な活動が展開されますが、その一環として２０２

０年東京オリンピック・パラリンピックに向けて「おもてなしトイレ」、内閣が推進する「女性が活躍する

社会づくりへのトイレの在り方」の構築を進めることを決議しました。 

  

 第５号議案の役員改選は、今年は役員改選年度にあたりましたが、３０周年記念事業などの業務を成功さ

せるため全員再任、追加補充として「金子健二」氏（東京都 NPOcheck代表）が選出されました。 

 

■創立３０周年記念フォーラム（１４時３０分 ～１７時） 

 協会創立 1985年（昭和 60年）以来営々としてトイレ文化の浸透と深度化そしてトイレ環境改善に取組ん

で今年で 30 年の節目にあたります。昨年から山本副会長を中心に記念フォーラムの計画を進めて参りまし

た。記念誌の刊行、記念講演、スライドショー、座談会、功労者に感謝状贈呈そして交流会と盛り沢山のス

ケジュールで進められました。 

  

■記念講演 

トイレ探検隊長「坂上 遼氏」（ルポライター／東京都市大学教授）による「なぜトイレ革命に目覚めた

か ～週刊文春トイレ探検隊の目指すもの」と題して、ご自身のトイレ体験から全国のトイレの最新情報そ

して日本トイレ協会との連携による日本のトイレ革命を目指す目的など、豊富な画像を駆使して鋭い問題提

起を含めた楽しい内容で、私たちは深い感銘を受けました。 

会場風景 

２０１５年度総会・３０周年記念フォーラム経過   



  3 

 

■スライドショー 

 「日本トイレ協会の３０年間の歩みを振り返る」をテーマに 

約１００枚の写真が次々と画面に映し出され、当時のテレビ  

報道を交えて協会の歴史＝トイレ改善の歴史を参加者の視覚

に訴えました。 

 

■座談会 

 「トイレの３０年とこれからを語る」と題した高橋会長が 

司会の座談会で、鴨下一郎衆議院議員（元環境大臣、協会創 

立当時の会員／心療内科医）が、ご多忙の中駆けつけられ参 

加されました。発足当時の思い出そして「世界最先端までに 

日本のトイレを進化させたのは日本トイレ協会の功績であり、

これからも世界のトイレのために一層の活躍を」と語られま 

した。 

登壇者は協会を長年支えて来られた坂本、小林、山本各副 

会長と、基調講演の坂上遼先生そして新任の最年少の金子 

健二理事。３０年間の協会の歴史、苦労話、社会の認知度の変

化、これからのトイレの展望など、それぞれが熱い想いを語ら

れ、尽きることのない１時間でした。 

 

■感謝状贈呈  

 協会創設以来の会員及び各研究会推薦の会員に高橋会長から感謝状を贈呈しました。記念品には金沢の人

形「トイレの神様」が贈られました。 

贈呈者氏名（敬称略・順不同） 

法人 ＴＯＴＯ㈱、㈱ＬＩＸＩＬ、日本レストルーム工業会 

個人 桂真人、小滝一正、関野勉、中野洋一、寅太郎、山戸里志、浅井佐知子、山本耕平、小林純子、

川内美彦、坂本菜子、片桐栄一、平田純一 

    

■交流会 

近くの会場に移動して４４名の参加者により賑やかに開催されました。席上会員一同から、当協会創立以

来活躍されている高橋会長に感謝状を贈呈し、日頃のご労苦に心から御礼申し上げました。 

                                 

 

 

 

 

 

                   

 

                       

熱演されるトイレ探検隊長  坂上先生 

交流会にて  

座談会風景／右から司会の高橋会長、 
パネリスト山本副会長、小林副会長、鴨下衆議院 

議員、坂本副会長、金子理事、坂上トイレ探検隊長 

山本副会長から高橋会長へ感謝状 
会員一同の心を込めて 
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＜韓国 成均館大学 慎重進 教授／第 27回全国トイレシンポジウム（横浜国際トイレフォーラム）基調講演者＞ 

＜World Toilet Organization ジャック・シム氏／シンガポール＞ 

 

  

創立３０周年へのお祝いメッセージ  (和訳：高橋志保彦) 

Wayakuha  

 

＜鴨下一郎衆議院議員＞

＞＞員 

＜台湾衛浴文化協会 游明国理事長＞ 

 

2015年 5月 

 

高橋志保彦様 

 

日本トイレ協会の創立 30周年記念総会に際し、世界トイレ機
構を代表してお祝いを申し上げます。 

1985年に設立して30年に亘り、日本のトイレ改善に貢献され
てきました。 

1999年以来、WTOと JTAとの間でパートナーシップと協働を
続けていることに感謝いたします。 

世界のすべての人の、あらゆる場所のよりよいトイレづくりを
共に続けて行きましょう。 

 

ジャック・シム 

Jack Sim 

WTO founder 
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 ＜台湾衛浴文化協会 沈英標 名誉理事長＞ 

 

                                  

   

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

＜鄭政利 台湾衛浴協会名誉理事長・台湾建築学会会長＞ 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Dear高橋志保彦会長 

 

日本トイレ協会の創立 30周年を祝います。高橋会長と共にずっと
活動されてきたことは喜ばしいことです。台湾トイレ協会（TTA）の初
代理事長の呉明修教授は昨年逝去しましたが貴 JTAと本 TTAの交
流を深めました。 

これをいつまでも持続していきたいと願っています。 

TTAは「呉明修建築師回顧展」2015年の冬、台北、台南、台東等
で開催することにしました。游明国理事長が台湾 TOTOの戸田勝也
総経理とお会いし、台湾のトイレ文化向上、国際水準、都市のトイレ
問題などに企業の支持を仰ぐことにいたしました。日本各地も視察
し、これまでの経緯も知り、学習をしたいと思います。 

日本トイレ協会の創立 30年改めておめでとうございます。平田前
会長、坂本副会長、小林副会長、鎌田副会長に敬意を表し、日本ト
イレ協会の益のご発展を願います。 

 

沈英標 

社団法人 台湾衛浴文化協会名誉理事長 

中華民国一〇四年五月十一日 

 

 

日本トイレ協会 JTA創立 30周年おめでとうございます 

Dear 会長 高橋教授 と JTA会員の皆様 

 

創立 30周年おめでとうございます。30周年と聞いて大変嬉しく存
じます。皆様の長い間のご尽力により世界のトイレ環境は驚くほど良
くなりました。JTAの皆様は2001年のWTOの設立や1999年の TTA

の設立を含め多くの国のトイレ協会の設立に弾みをつけて下さいま
した。私たは世界のトイレを良くする皆様のご尽力と影響力に深く感
謝しております。 

どうかこれからも頑張って下さい。そして今後の 30年も宜しくお願
いいたします。 

よりよいトイレ環境をつくるために今後とも変わらぬ友情とますま
すの協働を期待します。 

Cheng-Li Cheng  

鄭 政 利  

博士、教授 

台湾トイレ協会名誉理事長 

台湾建築学会会長 

国立台湾科技大学教授 

（高橋志保彦訳） 

 

 
 

日本トイレ協会 様 

 創立３０周年おめでとうございます。 
これまで長年にわたりトイレ文化の向上に貢献されて来られこ 
とに心から感謝いたします。 
 これからもずっと台湾衛浴文化協会（台湾トイレ協会）との交 
流、相互努力、更なる創造、快適トイレ環境を追求し、子子孫孫 
迄へ伝えて参りましょう。 

   

 林長勲   
 林拍婷  

 

 

                 (高橋志保彦 訳) 

＜将捷集團董事長 林長勲 執行長林柏婷＞ 
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 ＜呉 旻 憙 Michelle Wu   建築家 故呉明修氏の息女＞ 

                           

                               

    

        

 

 

 

 

                              

    

＜故 呉明修 台湾衛浴文化協会創会理事長＞         ＜１９８６年(昭和６１)第１回トイレシンポジウム風景＞           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本トイレ協会の 
大いなる 30周年おめでとうございます！ 
 

『人間の行為を注意深く、心を砕いて考え抜いた、凄いデザインがな
されている』 
これが 2011年の横浜国際トイレフォーラムに参加した時の印象です。 

午後の検討会では質問への対応が素晴らしく、活発な討議を促す JTA

会員の献身的な姿勢は凄いと思いました。トイレ空間はデザイン全体 

からすれば容易に見過ごされてしまうような小さな部分ですが、意識
的・機能的な考察は、大切なデザインワークを導く最初のステップだと 

思います。そのことは私の父が生涯持ち続けた信念でした。私たち二
つのトイレ協会が末永く親交を続けていくことを確信しております。 

 

日本トイレ協会創立 30周年に際し、私にも祝賀を述べさせて下さっ
た高橋さんに御礼申し上げます。私たち二つのトイレ協会が、今も、こ
れからも、永久に親しく交流することを心から祈念いたします。 

 

呉 旻 熹 

Michelle Wu 

建築家 呉明修の娘 

台北、台湾 

2015年 5月 14日 

 

トイレ学大事典（想像を超えた世界と真実）まもなく刊行 

 構想から３年、いよいよトイレ学大事典を刊行する運びとなりました。長期間に亘り編集や査

読に携わった理事各位の献身的努力と柏書房の熱意により、最後の調整に入っております。 

 第Ⅰ部トイレ学事始め 第Ⅱ部排泄を科学する 第Ⅲ部文化としてのトイレ 第Ⅳ部トイレと

国土とまちづくり 第Ⅴ部人に優しいデザインを求めて 第Ⅵ部 未来につなぐトイレから構成

され、実例・歴史・環境すべてがわかるトイレの総合事典です。 

  

 日本トイレ協会編 柏書房発行 Ｂ５判上製 ４８０ページ 予価 12,000 円（税別） 
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 この度、日本トイレ協会の最年少理事になりました NPO法人 Check 代表理事 金子健

二です。現在、３５歳でまだまだ人生経験は足りませんが、「旅行業界」「IT業界」「NPO

業界」の経験を活かして、日本トイレ協会に新しい風を吹き込み、盛り上げていきたい

と思っております。 

■ なぜ、トイレに興味を持ったのか？ 

2000年 2月、大学生で添乗員のアルバイトをしている時でした。その旅行は交通渋滞

が起きるスポットに行くツアーだったため、ある程度渋滞は予想しておりましたが、酔

っているお客様に「トイレ休憩はまだか！！」と怒鳴られ、当時は何も対応きませんで

した。学生ながら思ったのは、「サービス業はトイレで怒られる」「交通状況で怒る人もいる」と。その頃

からでしょうか、私のトイレに対する意識が高くなっていたのは。 

 

■ 石垣島の旅行、車いすの家族と一緒に行くとなったら、どんな準備が必要だと思う？ 

2002 年 5月。私が旅行会社に就職して１ヶ月、営業で福祉施設の人との初めて会話した時に知った「旅

行のハードル（社会課題）」。健常者である私は「酔っ払ったお客様はトイレ休憩ができないと怒る」以外、

それまでハードルがあることすら知らずに過ごしていましたが、旅行のセールスを通して、高齢者・障がい

者・子育て中のパパママが旅行に行く際、調べなくてはいけない「ポイント」が健常者よりも多いことが分

かりました。 

そのポイントは大きく分けて、４つ「移動手段」「トイレ」「バリアフリー」「食事対応」2002年の社

会インフラは、地域の団体や自治体がバリアフリーマップを冊子やパンフレットで制作している状況。情報

を調べるには、１件づつ電話をかけたり、現地調査などをする必要がありました。そこで、旅行へ行くには

まず何を解決する必要あるか、考えたところ「トイレ」の場所が分かれば、「世の中便利になる」「カーナ

ビで車いすマークのトイレが分かれば、旅行はだいぶ

楽になる」と考え、IT業界へ転職し、2007 年にボラ

ンティア団体を立ち上げました。 

2007 年 6月、「Check A Toilet みんなで作るユニ

バーサルデザイントイレマップ」世界初の多機能トイ

レの情報共有サービスをリリースし、2015 年 6月に

は約 54,000 件の情報を共有するまで成長しました。

このデータ数の実績を買われ、「Googleマップ」

「NAVITIME」「Mapion」などの大手地図情報サービス

やカーナビにデータを提供しております。                  

〔Check A Toilet www.checkatoilet.com 〕 

 

■ これからの社会に合わせたサービスを 

2010 年から日本トイレ協会のシンポジウムで発表することもあり、トイレに関する様々なビジネスがあ

ること分かってきました。これからは日本のトイレ業界の発展のため、「個人・法人会員にメリットのある

サービス」「日本・世界に向けたマスメディア戦略」などいろいろと提案・実施していきたいと考えてお

ります。どうぞ宜しくお願いします。（ＮＰＯ法人ｃｈｅｃｋ代表理事） 

新理事紹介               ご挨拶    金子 健二 

http://www.checkatoilet.com/
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 今年度から日本トイレ協会法人会員として入会いたしました日野興業株式会社の積田です。どうぞよろし

くお願いいたします。初めてなので当社の以下に概要を紹介させて頂きます。 

１会社概要     日野興業株式会社 

本社所在地  〒272-0004 千葉県市川市原木 3024 番地 TEL 047-318-8760 

創立     昭和 12年 2 月 11日 

設立     昭和 27年 4 月 5日 

資本金    6,650万円 

従業員数   232 名（平成 27年 4月） 

２事業方針「我々はより良い環境づくりを通して社会に奉仕します」とい社是の下、最近では「仮設トイレ

を変えよう」というテーマで建設現場やイベント会場、被災地などの環境改善を目指しております。 

３事業内容 昭和 27年の設立以来、建設業界・住宅業界・イベント業界等に従事しながら、現場の環境整

備や安全対策の改善を目指して参りました。 

最近の建設業界では官民一体となって、女性の社会進出に伴う業界全体の課題として、今まで以上に女性

がいきいきと活躍できる取組みをアクションプランと共に推進しております。 

主力となる仮設トイレでは、女性にも配慮した「フラワートイレ」シリーズをラインナップとして掲げて

おり、「けんせつ小町」や「なでしこチーム」と呼ばれる女性技能者の方達が、本来の力を発揮できる「現

場づくりのお手伝い」をさせて頂ければ幸いです。 

更に特殊な需要先も考慮した、ご好評の NETIS登録製品「車載トイレ」、現場の水洗化比率向上を担う「粉

砕圧送式トイレ」などのラインナップも取り揃え、今後は「農業分野」や「山岳地域環境保全」関係等の

テーマにも積極的に取組んでいきたいと考えております。特に「災害用備蓄製品」等の災害対策関係につ

いては、製品の販売促進に留まらず、本業の業務サービスの維持・継続の為に設けた全国各地の営業拠点

とサービス網を利用し、スピーディで高品質な供給体制を心がけ、これら拠点を基点した全国ネットのご

提案によって、各省庁や自治体関係機関等との密接な連携確保を維持しております。 

４協会活動 お陰様でこの度法人会員として改めて加入させて頂く事となりました。以前から会長の高橋様

をはじめ事務局の皆様には、シンポジウムや講演・講習に限らず、貴重な情報交換の場を頂いて参りまし

た。更に今回、最初のトイレ総合辞典とも言える「トイレ学大辞典」の出版に携わる機会を頂けた事は、

仮設トイレメーカーと致しましては誠に光栄であり大変感謝しております。今後も微力ながら、今まで以

上に日本トイレ協会の一員として社会貢献を継続していく所存でございますので、ご指導ご鞭撻の程宜し

くお願い申し上げます。 

  

                          

 

 

 

 

新法人会員紹介 

        よりよい環境づくりを通じて社会に奉仕 ～ 仮設トイレを変えよう 

                           日野興業株式会社 代表取締役社長  積田 喜信    
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 今年度から法人Ｂ会員として入会させて頂きました「㈱エクセルシアの足立寛

一です。昨年、日本トイレ協会の高橋会長とご縁を頂き法人Ｂ会員として入会さ

せて頂きました。どうぞよろしくお願いいたします。せつかくの機会なので当社

の概要や仕事の内容について紙面をお借りしたいと思います。 

富士山でのＰＲ活動（右） 

１． 当社の概要 

 １９９７年に代表取締役の足立が２５歳の時に起業し、災害用トイレ（ほっ！トイレ）、介護用トイレ（よ

かトイレ）を製造販売しております。製品の特長は、排便を除菌・強力脱臭し排便の不快な悪臭をなくす特

殊な薬剤にあります。 

 当初は、ダイオキシン分解技術の開発を鹿児島県川辺町（現南九州市）と共同開発で行い、環境省、国土

交通省の認可を頂き、大林組、飛鳥建設、九州電力の関連会社にライスセンスをしました。 

 起業時の念願であった一般消費者向け商品として２００５年に災害用トイレを開発、その後２００９年に

「ほっ！トイレ」を発売しました。これまで自衛隊やインフラ系企業（東京電力、東京ガス、ＮＴＴグルー

プ）銀行、大手企業、大学に多数納品をしました。  

２． ほっ！トイレの特長 

○錠剤（タブレット）の薬剤で排便前に投入、排便後の処置が楽。 

→ これまでの粉末形式は排便後に薬剤を振り掛ける作業があめるため、便を見たり、悪臭を嗅ぐので不快。 

○薬剤の主成分の消石灰などの効果で糞便の悪臭を除去する。 

→ 凝固剤のみのこれまでのトイレ処理剤はゼリー状に固まっているだけなので悪臭はそのままです。 

○ポンチョと簡便便座で持ち運びながら何処でも排便が出来る。 

  また「ほっ！トイレ」の備蓄期限は５年間ですが、災害用トイレとして更新時期に廃棄される既備蓄品

のトイレを国内では山岳地域、海外では途上国の観光地のトイレなど無償で贈呈するプロジェクトをは

じめています。 

   国内 ～ 富士山での携帯トイレの配布（２０１４年、２０１５年も配布予定）  

   海外 ～ モンゴルでの実証試験（当協会員の日野興業様との共同） 

        モンゴルでは処理後の糞便を砂漠の緑化保水性基礎材として再利用 

 

【当社のトイレの採用事例】 

○ 東日本大震災では、東京電力の福島の事故現場で使用され、凝固

剤だけのトイレは片づけの時に悪臭 

が大変だったが当社の製品は悪臭がないと評価されました。  

○ ２０１４年の富士山の配布では使用した方の９５％が臭気が気

にならなかったと山梨県の行ったアンケートに回答しています。また山道

のポイ捨ては１件もありませんでした。 

○ 介護用トイレとして国立障害者リハビリテーションレセンター研究所と頚椎損傷などで肢体が不自

由になった方の寝たまま排便の悪臭を除去する薬剤を共同開発し販売しています。 

３ 主な業務内容（災害用、介護用トイレ処理剤の製造 

 

新法人会員紹介    はじめまして 株式会社エクセルシア 代表取締役  足立寛一 
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１．会社概要 

私たちは、40年以上にわたる東名高速道路や中央自動

車道の保全管理の経験と技術を基に、高速道路の管理を確

実に支え続けています。NEXCO 中日本グループの一員とし

て、道路保全に必要な高度な技術を持った技術者集団とし

て、各種技術の連携を活かして、道路保全から環境保全ま

であらゆる問題に対応し、高速道路の重要な使命である安

全・安心・快適性の確保に日夜努めています。 

 

２．企業理念 

私たちは、NEXCO 中日本グループの一員として、お客さ

まに安全・安心・快適にご利用いただける道路空間・サービスを提供し、地域社会の発展と国民の暮らしの

向上に貢献するために、「安全を何よりも優先し」、「最高水準の技術の提供」、「考えて行動する企業」

を目指します。 

 

３．主な業務内容 

土木・施設保全管理業務 

（保全点検・保全管理・保全工事 

・施工管理・品質管理・情報管理 

・植栽管理・施設制御） 

コンサルティング・調査・分析業務 

（土木・環境・機械・電気通信・建築） 

開発事業（技術開発・製品開発） 

 

４．日本トイレ協会との関連 

 日々の業務を行う上でお客様と直結する“休憩施設”取

分けお手洗い及び浄化槽のメンテナンスは当社の重要な業

務になっています。又、当社は NEXCO 調査検討業務におい

て、トイレマニュアルの整備、多機能トイレに関する研

究・・・等々、中日本高速道路様の案件を行う中で、高橋

会長様・小林副会長様と業務に携わりトイレに対する見識

を多々御教授頂いております。今後とも日本トイレ協会様

との情報交換を行い、安全・安心・快適なトイレの維持管

理に貢献して参りますので、ご指導よろしくお願いいたし

ます。（施設技術部 中林弘一） 

 

新法人紹介   入会に際して 中日本ハイウェイ・エンジニアリング東京株式会社 
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古代ローマ・トイレの落とし穴、その２ 

豊田 浩志 

 

 

 前回は、台所トイレと二階トイレについて触れた。今回は、それに劣らず意外なエピソードを紹介したい。 

 

  昨年夏は、池口氏の科研の一環で、氏と共にポンペイ遺

跡の「ユリア・フェリックスの地所」（II.iv.1-12：①）を

訪れた。この大邸宅は多彩な壁画や高度な工芸品の出土で著

名だが、私の見学申請箇所は脇目もふらず「トイレのみ」だ

ったので、案内してくれた遺跡監視人は不審だったに違いな

い。みるべきものはもっと他にあるはずなのに、と。彼とし

ては不満だったのだろう、もう一つのトイレ見学場所「メナ

ンドロスの邸宅」（I.x.4）では、頼みもしないのに専用浴

場と有名な銀器発見現場にわざわざ案内してくれた。さて、

ユリア・フェリックスの大邸宅は、円形闘技場や訓練場の北

西側の一角の、通常規模の街区（insula）２つ分を合わせた 

例外的な広さで、幹線道路「アポンダンツァ通り」沿いに 

「⎾」型に家屋が建てられ、半分以上を庭園・果樹園・菜園

が占めている。ここには典型的とはいえない「台所隣接トイ

レ」（上図①の入口10付近の人形の箇所）と、浴場複合体の 

                     一部をなす別棟の「公共トイレ」（7の下方複数人形）があ                   

る。今回見学の狙い目は後者だったので、「台所隣接トイレ」は借用写真を提示するに留めるが、これだ

け奥まると入口をカーテンで覆ってプライバシー保護が可能なので、単純な奴隷用トイレではない、と私

は考えているがどうだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

① -1 台所：右側の壁の向こうがトイレ       ①-2 路地の先の奥まったトイレ：この形式も多い 

 

↑Ｎ ①ユリア・フェリックスの地所平面図 
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さて浴場付属共同トイレは、図面から推定するに、内径でほぼ224cm四方の、見た目にトイレと思えないか

まぼこ型の半円筒ヴォールト型のこぢんまりした建物で、西側の塀沿いの狭い路地経由で入る。入口の右手

と正面（南壁と東壁）に「ヿ」字型に深い下水溝とかつて便座を支えた構造物が残っているが、便座部分は

ない。ヴィンドランダ新発見と同様、木製だったのだろう。床の現状は水場なのになぜか三和土状で、通常

設置されている便座の足下前の浅い溝もないが（②には、それらしきものが描かれているが）、入口右手に

円形のくぼみと下水溝への切れ込み、さらに逆の入口正面左手にはやや浅いが四角のくぼみと切れ込みが確

認できる。そこには手洗い用の手水があった可能性がある。また小窓が、南北でアーチ構造が始まるあたり

の高さ（人物の頭部付近）、東の上部の３箇所あって、自然採光をもたらしている。 

             

↓Ｎ①-3 前面はプール、奥の右の建物がトイレ   ↑Ｗ 人物は、監視人（左）と池口氏（右）  

                

このトイレは、①の建物群のうち中央の浴場複合施設の南端に位置していて、その客専用だったと

思われるが、プール付近というのがミソかもしれない。スイマーの生理現象に対応し、同時にプー

ルや浴場の排水が文字通り「流用」されていたのだろう。 

 このトイレを訪れたとき、私は不意打ちで妙なものを視認した。それは入口から向かって左隅に

現場保存された壊れた土器だった。普通であればこれを手水とみても不思議ではないが、ここには

その痕跡らしきものが別にある。念のため監視人に用途を聞いたところ、彼はなんと小便用のアン

フォラだと即答した。なるほど。こういう公共トイレで小用をどう処理していたのか、それが私の

積年の疑問の一つだったのだが、思わぬ形で決着した思いだった。（別系列の小用構造については

後述参照） 

 

 

 

 

↑ 

Ｓ                 

       

② トイレ平面拡大図         ③ 正面東壁と南壁 下水槽と便座支持構造 

                   ：若干のフレスコが残っている 
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   南壁：右の出入口手前の円形のくぼみと     左が北壁、正面東壁：中央手前の方形の 

   下水溝への切り込みに注目（池口氏提供）    くぼみと切り込みに注目（池口氏提供） 

                       

 というのも、女性と異なり、いわゆるローマ式トイレで男性が小用をするの

は、実際にはそう簡単ではない。このあたり、実際の用足しの動作をしてみれ

ば一目瞭然なのだが、どうやらだれも気づいていないようなのはどうしたこと

か。基本的に男性にとって放尿の正しい態勢は今も昔も立ち小便が国際標準で、

座っての放尿は苦手のはずで、私はそれを海外の国際空港の男子トイレでいつ

も思い出すことになる。 

 画像収集しているうちに、これまで固定型専用小用トイレを1つ見つけている

が（④）、少なくとも遺跡現場でみかけた記憶はない。ここでは便器が３つ描

かれている。一番左は普通の便座で、真ん中は座板がない、そして立ちション

用である。真ん中が立ちション用であれば右のは不要ではとも想像したのだが、

これはしゃがみ込んで用を足すのが好きな人向け、と説明されている。この観 

             点を採用するなら、小規模な家庭内トイレはもとより、おしなべて便座が全面 

             復元されるのが通例の公共トイレにおいて、一隅にそれなしの区画があった可

能性、それにたとえ右端の立ちション専用区画なしでも、真ん中でのそれも立っての使用が可能なはずで、

それを前提に考え直す必要がある、と思うのだがどうだろう。 

 また、関連でこれはたぶん私独自の仮説なのだが、オスティア・アンティカ遺跡を彷徨しているうちに次

のような構造物を見つけた。場所は「ミトラの浴場」（I.17.2）で、南端の東側からの出入口を入ってすぐ

右の、外壁に沿った床面である。進入禁止の横柵が目障りだが、床面にチルコ形状の分厚い石板が置かれ、

その両端に古代ローマ時代では下水に通じる排水溝でよく使用されている萼（がく）片状の切り込みが切ら

れ、次の内側左右に円盤状くぼみ、そして真ん中に大きめの

穴が穿たれている。私はこれを、壁に向かっての男性用立ち

ション専用のトイレと鑑定したのだが、読者諸氏はどうお考

えだろうか（真ん中の大きな穴では、他に所用の人がいない

場合、しゃがんで大便も可能だろう）。この石板の地下には

水が流れていたのだろうか、それとも小便専用ならアンフォ

ラへと向かっていたのだろうか。まあ建物自体が浴場なので

一気呵成に流していた可能性が大であろう。                               

 

                                            ○4  

北西隅の土器片 
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                                    ↑ Ｎ                                   

         全体写真                          右端拡大写真 

 

 実は同様の構造物を、20年ほど昔、南フランスのニーム Nîmes（旧名Nemausus）の、保存のいい円形闘技

場で目撃した記憶がある（残念ながら、撮影したはずの写真を今回発見できなかった）。円形闘技場の一番

外側の回廊の壁面に沿って、オスティアと同様の床構造が、それこそ壁のカーブ沿いにずら〜と並んでいた

のを一種感動して眺めたことを思い出す。私はかねて、大量の人びとが集う円形劇場や闘技場でトイレが付

属して設置されている例の現認が希有なことに疑問を感じてきたので、直感的にこれだ！と確信したのだが、

現況でそれが残存していない遺跡では、本来設置されていたものが後世取り外されて、他に転用されてしま

った、ということなのだろうか。 

＊ 

 

 さて、まだまだ謎の多い古代ローマのトイレであるが、この小稿を締めくくるにあたり、ローマ・トイレ

最大の謎と誤解に迫りたい。それはいわゆる「尻拭き」「落とし紙」の件である。略史的に書くなら、ロー

マ人は最初ギリシア人同様小石や布、そして指を使用していた（その場合、最終的には水で指を洗ったはず。

いやこれまでなぜか指摘されていないが、水での洗浄こそ少なくとも地中海世界では本流だった、と私は密

かに確信しているのであるが）。それがいつしかなぜか「棒付き海綿」を使ってお尻を拭いていたといわれ

出す。前稿で書いたように、考古学的な遺物としての出土例はこれまで皆無であるにもかかわらず、なので

ある。どうやらその鍵を握っているのは、唯一の文書的典拠としていつも引用されるセネカの以下の証言ら

しい。 

  

   たとえば最近のことですが、闘獣者訓練所のゲルマニア人の一人が、午後の公演の訓練 

  を受けていたときに、体を休めるといってその場を出ました。監視人もなく彼が一人でい 

  ることを許されるのは、これ以外にありませんでした。そこで彼は、そこにあった汚物洗 

  浄用の海綿付きの棒 ad emundanda obscena adhaerente spongia をとって、それを喉に 

  奥深く詰め込み、喉笛を詰まらして息を断ちました。（⑤） 
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 それを、かの有名な哲学者モンテーニュがふんだんにセネカを引用した『瞑想録：エセー』（1580年刊行）

の中で、この箇所を「彼らは尻を拭くのに・・・（棒の先に結びつけられた）海綿を使った」とコメントし

たため（⑥）、多くの研究者が検証もせずこれまでそれに無批判的に追従してきたためと思われる。そもそ

も、セネカは尻拭き用として「棒付き海綿」に言及していたわけではない。現代でも類似品を見ることがで

きるトイレ洗浄器具と読むのが正しい理解なのだが。そしてご丁寧にも、いたる所でもっともらしい復元物

や絵画や解説を目にするようになった、というわけである。 

  実際に使用してみると、いや想像してみる

だけでもわかりそうなものだが、排便の事後処

理用としてそれはとても使えたしろものでは

ない。むしろ棒なしで直接海綿を使ったほうが

よほど効果的なはず。もちろん、世の中には私

と同様流布説に不同意の大先達もいらっしゃ 

って、セネカの言及はトイレ掃除道具だったと 

 か、なんと嘔吐用具だったと喝破した人たちも 

 いた。管見の限りその劈頭の栄誉を担っている

のは、前号で紹介した20世紀初頭の辞書項目の執筆者 H.Thedenat（col.991）であり、最近では本稿掲載の

モネスティエ（④：108頁）などである。直近では、カール=ヴィルヘルム・ヴェーバーであろうか（⑧）。 

 ここで海綿（スポンジ）について簡単に触れておく。地中海の海底で採れた海綿の細かい網目状の海綿質

繊維を利用するため、まず組織を腐敗させ、残った骨格を洗い流して整形したものが販売され、商品として

はそのきめの細かさで、ラフなボディ用ハニカム種と緻密なフェイス用シルク種に大別される、らしい。今

の場合はボディ用で十分だろう。 

 

                

    アテネでの海綿の店頭販売スナップ               シルク種の海綿   

   

 ここで私見を愚考するに至った経緯をお話ししよう。そのヒントとなった史料は、意外にも新約聖書だっ

た。四福音書が大同小異ながらいずれも記載している、磔刑上での死の直前にイエスがそばにいた人びとな

いし兵士たちによって「酢」を飲まされた箇所で（マルコ15.36；マタイ27.48；ルカ23.36；ヨハネ19.29：

以下、田川健三訳に依拠）、ルカ以外では唐突に「海綿」が登場しているのだ。したがって、イエスの十字

架刑を描いた絵画でも必ずといってよいほどそれは書かれている。次の絵画はカラバッジオ派の一例である。 

⑦ イギリス・ヨークの浴場博物館展示物（林俊明氏提供） 
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  ルカで登場する兵士たちがローマ兵とユダ

ヤ兵のいずれかは言明されていないが、今それ

は横に置いておこう。私が問題にしたいのは、

なぜ処刑場にいた兵士なりそばにいた人びとが

「海綿」を携帯していたのか、である。そして

また福音書記者たちがなぜ「海綿」にそれほど

こだわって書いていたのか、という点にも注意

を払うなら、これまでの聖書注解で見落とされ 

てきた新解釈も可能な予感さえする。 

 

 ⑨ 

 ここでは細部の差異にあまりこだわらないで、最古の福音書とされる「マルコ福音」の叙述で話を進める。

午後3時に至りイエスは大声で断末魔と覚しき叫び声をあげた（15章3節）。それを聞きとがめ、居合わせた

者たちのうちある者が走り寄り、「海綿を酢で満たし、葦につけて飲ませ」た。ここでの「居合わせた者た

ち」とは、一般の野次馬ではなく、おそらく刑場警備担当者で、死刑囚の絶命が確認されるまで現場に待機

していたのであろう。おそらく彼らはその日の職務が終わるまでの時間つぶしに、安酒を飲みながら雑談で

もしていたのだろう。叫び声を聞いた彼らのうち一人が、やおら海綿を持ち出し、それに飲んでいた安酒を

含ませ、たぶん気付け薬として（そうする必要があったとは思えないが）イエスの口に含ませようとしたわ

けである。その安酒がなぜ「酢」と表現されたかというと、まあその安酒が酢に近いしろものだったことも

あろうが、それ以上に「詩編」69［68］.22の「人はわたしに苦いものを食べさせようとし、渇くわたしに

酢を飲ませようとします」の預言成就とみなす都合上、無理矢理そう書き記されたと想定するしかない。そ

もそもなぜ修羅場の磔刑場に、枝葉末節と思える酢や海綿がわざわざ登場する必然性があったのか。そう考

える以外に説明できないであろう。 

 さて私の珍説の核心を述べよう。「海綿」はなぜ刑場にあったのか。「居合わせた者たち」がおそらく常

時携帯していたからである。なぜ携帯していたのか。これが当時の紳士淑女のたしなみだったからに違いな

い。いわばかの時代の携帯ティッシュだったのだ。具体的に想像するに皮製の小袋にでも入れて持ち運んで

いたのではなかろうか。事に及んでの後始末にやおら小袋から「マイ・スポンジ」を取り出して、水に浸し

て尻を拭く、そしてまた水に浸してプシュップシュッと洗浄して小袋に戻す・・・。乾燥した地中海性気候

だから、臭いは瞬時に拡散して気にならなかったはずだ（水がなければ使い捨てたかも。いな最初から使い

捨てだったかもしれない）。 

 となると、イエスの口元に差し出された海綿は刑場警備員の尻拭き用だった。そしてイエスはそれを口に

含んでから絶命した。当時の人びとにとってイエスに加えられたこの最期の屈辱の意味は、海綿の登場で

明々白々だったはずだ。そして現代、新約聖書を読んでこれに気づく人は皆無といっていいだろう。 

 

 ここまで想像をたくましくするならば、結局水さえあれば指を使って局部の洗浄はかなり達成されるはず、

と気づかざるをえない。落とし紙のほうが後始末としては不潔だからである。この点、イタリアでは現在で 

も便器の横に必ずビデが併置され、ホテルではそれ用の小型のミニタオルも添えられている（これを誤って 

フェイス用やバスタブでの身体洗浄に使用したり、ビデを小便器と誤解する日本人がいて、格好のイタリア

小話のネタになっているが、同朋としては笑えない）。かくして、ビデの伝統の淵源は事後処理に水を使用

するアラブ式トイレと同列の、地中海世界の標準パターンといっていい、と私は考えている。その伝統が、

今日我が国が世界に誇るウォシュレットなりシャワートイレへと繋がっていることになる。 



  17 

 

【引用文献・ウェブ】 

① http://www.pompeiiinpictures.com/pompeiiinpictures/Plans/plan_2_04.htm 

② Ed.by J.Dobbins and Pedar W.Foss, The World of Pompeii, London & New York, 2007, p.360；B.Hobson, 

Pompeii, Latrines and Down Pipes, BAR International Series 2041, 2009, p.131. 

③ http://www.pompeiiinpictures.com/pompeiiinpictures/R2/2%2004%2010%20p2.htm 

④ マルタン・モネスティエ（吉田春美・花輪照子訳）『図説排泄全書』原書房, 1999, 135頁（Martin 

Monestier, Histoire et Bizarreries sociales des Excréments des Origines à nos Jours, Paris, 1997, 

p.73）. 

⑤ 茂手木元蔵訳『道徳書簡集（全）』東海大学出版会, 1992, 254-5頁（Seneca, Epistulae morales ad Lucilium, 

LXX.20）；cf., マールティアーリス（藤井昇訳）『エピグランマタ』下, 慶応義塾大学言語文化研究所, 1978, 

254頁（Martialis, Epigrammata, XII.48.7-8）：（豪勢な夕食であっても、その末路は）「忌まわしい柄

の先についたみじめなスポンジ、あるいはそこいらの犬と道端に据えられた小便壺が知っている」。「犬」

が嘔吐物を食べに来た犬の意であれば、スポンジはトイレ用ではなく嘔吐用であることは文脈から明らか。 

⑥ 第1巻第49章「昔の習慣について」：河野與一校閲・原二郎訳『モンテーニュ エセーI』『世界文學大

系』筑摩書房、1958、215頁。 

⑦ 写真に写っている説明書きには「これは“共同使用”の棒付きスポンジである。トイレに入ると、兵士

はヴィネガーで満たされた壺から自分のスポンジを選んだようだ。彼は、水の流れている溝の中でそれを洗

い、それを使用した！ それをまた洗ってそして壺の中に戻すのである」と書かれている。 

⑧ 小竹澄栄訳『古代ローマ生活事典』みすず書房、2011、392頁、321頁も参照（Karl-Wilhelm Weeber, 

Alltag im Alten Rom:Das Leben in der Stadt.Ein Lexkon, Düsseldorf, 1995）。 

⑨ Battistello作「十字架刑」（1610年頃）部分図：ナポリ・国立カポディモンテ美術館所蔵。 
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 お詫び 

  前回の協会ニュースＮｏ１４－１ ６ページの上部の左図面（⑧-１ １階平面図に記載の誤りがございましたので、下

記の通り訂正いたしまします。謹んでお詫び申し上げます。（編集担当） 

 

          誤                                         正 

 

    

    ⇒ 

     

 

 

 

                 

 

 

http://www.pompeiiinpictures.com/pompeiiinpictures/Plans/plan_2_04.htm
http://www.pompeiiinpictures.com/pompeiiinpictures/R2/2%2004%2010%20p2.htm
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  なぜトイレ革命を目覚めたか 

   〜週刊文春・トイレ探検隊がめざすもの〜 

                     トイレ探検隊隊長 坂上 遼 

 

 きっかけは、富岡製糸場横公衆トイレ 

 2014 年 8月 20日も早朝からジリジリ太陽が照りつけていた。この日、大学

の「夏合宿」で、ゼミの学生 12人といっしょに富岡製糸場を訪れた。6月に世

界遺産に登録されたばかりということで、見学者が後を絶たず、午前９時の開 

門まえには数百人が並ぶ光景が、連日テレビニュースを通じて報じられていた。 

そこで私達は前日に高崎入りして、この日午前７時前には門前に並んだ。熱中症予防で水分補給をしすぎた

せいで、尿意を催すものの我慢我慢と言い聞かせていたが、前を我慢するとおかしなもので、しばらく経つ

と後ろの方も催してくるという、人間というのは困った肉体機能を持っているものである。途方に暮れてい

る余裕もなく、学生たちが近所で聞いてくれたところでは、７〜８分ほど行けばコンビニがあるという。    

駅まで戻ればありますよという学生もいて、「そんなことはわかっとるよ」と憮然。近所のおばあさんが、

「すぐそこの公衆トイレを使えばいいのに」と言ってくれたことから、４０メートルほど離れた「城町公衆

トイレ」にたどり着くことが出来た。「なんや、灯台下暗しやなぁ〜」と嘆いてドアを開けてびっくり。コ

ンクリートの打ちっぱなしに、和式の便座がポツンと１つ。「ありゃ〜」と途方に暮れてしまった。が、そ

んなこと悩んでいる暇はない。とにかくシャガムことは出来た。だが用を足してからが問題である。私はそ

の４年前、同じ夏合宿で沖縄に行ったことがある。このとき軽く捻挫した左足を庇いながら移動するうちに、

腰や膝にも痛みが走るようになり、とうとう最終日は這うようにして空港まで辿り着いた。椎間板へルアと

診断され、結局翌年の２月までタクシーや杖を頼りに移動する日々が続いた。 

それ以来、トイレの和式はご法度だったが、２０１１年８月のこれまたゼミ合宿で、東日本大震災の石巻ボ

ランティアに参加した際、５日間和式の仮設トイレには泣かされ続けた。このころからトイレには他人より

強い関心を持ちようになったと言える。行く先々でちょっとトイレを覗く（女性用は覗きません）習慣がつ

いてしまった。２０１３年の年末からカンボジアのアンコールワットで１週間ほど過ごしたが、その時の数

多の写真の中に寺院のそばのトイレの写真が残っていた。これは洋式だが、水洗とはいえ水を流すレバーが

なく、隣に据え付けられたコンクリート製のバスタブのような貯水槽の水を桶で掬って流すというものだっ

た。無意識でトイレを撮影していたことが可笑しい。 

 とにかく事程左様にトイレ受難年齢に達したことを６３歳にして、富岡製糸場で悟ったのである。  

 

トイレ探検隊発足 

 ここで生来の探訪記者魂に火がついた。富岡製糸場からの帰りの新幹線、東京駅、新横浜駅と、犬のよう

に行所ゆくところでトイレを覗いては、現状をチェック。私がよく使う横浜市営地下鉄のトイレ、とりわけ

新横浜駅の臭い、和式攻めにはうんざりさせられた。その後分かることだが、床を水で洗うのは雑菌の繁殖

を促し、異臭となって蔓延するので、掃除をしていないわけではなさそうだ。自宅近くの菊名池公園の公衆

トイレは、もはや論評できないほど悲惨で、掃除の担当者はいるのかもしれないが、和式の上に、驚くほど

の汚れようで、しかもトイレットペーパーはない。こりゃ「レ・ミゼラブル（ああ無情）」じゃない、「ト

イレ・ミゼラブル」だ。こりゃ、いかんぞ。私の周囲だけでもこの有り様なのだから、日本中も同様のミゼ

ラブル・トイレに満ち満ちているのではないか。 

屋久島にて 
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 そこですぐに企画書を書き上げ、８月末までに週刊文春の新谷学編集長に送った。その内容は、２０２０

年の東京オリンピック・パラリンピックまでに日本のトイレを大改革しようという呼びかけのもとに、悲惨

な現状紹介に始まって、全国各地のトイレ行脚で予想される内容を１０本書き出したものだった。この時の

反応は早かった。すぐに「担当デスクと編集者を決めましたのでやりましょう」とすごく乗り気である。な

かなか好いセンスをしている。 

 こうして９月には、小田慶郎デスク、祖父江崇編集部員と３人で打ち合わせをしたのだが、小田デスクは

山崎豊子女史の担当編集者時代からの知り合いで、文学青年然としているが、意外とダジャレ好きで、なか

なか愉快な男だと分かった。一方の祖父江部員は入社１年目ながら２８歳という。大学院でベルグソンの研

究をしていた哲学青年だ。まるで親子コンビだが娘しかいない私には、息子ができたようで新鮮で、愉しい

船出となった。 

  

トイレにまつわる思い出 

 トイレにこだわるようになったのはどうしてだろうか。つらつら考えてみると、幼児期からの体験に根ざ

していることに気づく。私は大分県杵築市という小さな城下町の出身で、中学生までは水洗トイレというも

のを見た記憶が無い。当然我が家もくみ取り式で、6人家族ともなると月に 1度や 2度はバキュームカーが

やって来た。それ以前は、近所の農家のおじさんが木樽を荷台に積んで、馬に引かせていた。これは当然畑

に撒くもので、まさに有機農法の典型だった。物心ついた頃からトイレには作り付けの机があって、父はい

つもここで新聞を読んでした。「新聞はどこ？」と探さなくて、トイレに行きさえすれば、朝日、毎日、西

日本、大分合同、自由新報、社会新報、週刊民社、赤旗、聖教新聞、たまにルモンドまで見つけることが出

来た。というのも、父は病弱のために大学の講義や講演がない日は終日自宅にいて、日に何度も新聞を抱え

て書斎兼寝床とトイレとを往復していたからだ。 

 だから 2人の姉は古文の文法書、英単語集、歴史年表などを常備していた。 

私も少年マガジンやサンデーはトイレでの愛読書だった。つまりトイレは汚い場所というよりリビングの一

部だったのだ。 

 実際にくみ取り式なのに綺麗だった。母は始終季節の花を取り替えていて、冬から春にかけての水仙は定

番だった。というのは、父に毎年「これがホントの水仙トイレ」とダジャレを言わせるのを愉しみにしてい

たからだ。それにしても昔のトイレには、あの独特の消臭剤というか芳香剤というか「ゴールド・ダリア」

が漂っていたが、今思えばあの強烈な臭いが意外と苦にならなかった。 

 我が家のトイレは南側にあったせいで、冬はぽかぽかして机にうつ伏せにな

って眠り込み、当然和式だったので足がしびれて、母に担ぎだしてもらったの

も好い思い出である。 

 高校時代に水洗トイレの使い勝手の良さを知ってから、次第にくみ取り式と

縁がなくなったが、18歳の頃プータローをしていて京都に暮らした時、転がり

込んだ友人のアパートのトイレが絶望的に汚いくみ取り式だった。仕方がない

ので 10分も離れた国鉄西大路駅までトイレットペーパーを片手にトボトボ出

かけていた。ここは女性下着メーカーのワコールがあって、朝は続々女性社員

が降りてくる。自意識過剰な青春時代だけにトイレットペーパーを持つ無様な

姿で、すれ違うのはかなり恥ずかしかった。大学 2 年まで住んだ練馬区のアパ  

            ―トもトイレは汲み取り式だったが、ここは自分の部屋なので相当手入れをして  

友人たちにも好評だった。ふりかえれば私はかなりトイレが好きなのだと思う。父はよく、「美人を見ても

オタオタするな。池内淳子も若尾文子もトイレにいく」と笑っていた。なぜ池内淳子かって？そりゃ父のあ

屋久島大淀小屋のボットントイレ 
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こがれの人だったからで、因みに私は若尾文子の大ファンだった。だから私がどんな美形に会ってもたじろ

ぐことがないのは、きっと心のどこかで、「この人も・・・」と思っているからであろう。 

 こういう与太話を紹介したのは、佐竹明雄事務局長から「偶数ページにして下さい」と依頼があったのを

受けて、ページ合わせのためなのをお断りしておく。 

 

トレタンがめざすもの 

 私の発想に大きく影響したことが幾つかあるが、そのひとつにテレビの情報番組がある。夕方の民放テレ

ビは、ニュースもやるが回転寿司からラーメン屋、Ｂ級グルメ、大安売りのスーパーマーケット、下町のお

惣菜屋さん特集と上げればきりがないほど、情報という括りで何でもかんでもやってしまう。とにかく口か

ら入れるものには時間を割くのがテレビである。そこで気付いたことは、「もの食う人びと」がいるなら「も

の出す人びと」もありだな。それに関連して思い出したのが、『もの食う人びと』（共同通信、1994 年）

だった。改めて紹介するまでもないが、共同通信記者で、芥川賞作家でもある辺見庸さんの、「世界食べ歩

き記」だが、普通の食べ物紀行とは全く違う貧民の食卓であり、思想の食卓がそこにはある。 

 こちらの狙いは「トイレの近代化」である。２５億人がトイレ無しの生活を送っていることは、Ｕｎｉｃ

ｅｆを通じて知っていた。「だから、和式でも、洋式でも、あるだけありがたいと思え」式の発想は断ちた

かった。「それなら、世界中のトイレを変えてやろう、無いところには作ればいい」式発想である。その時

浮かんだのが、「トイレ三段階論」だった。 

 第一段階で無から有、つまりトイレのないところには造りましょう。 

 第二段階は高齢化社会に対応するため和式を洋式に変えましょう。 

 第三段階は、洋式に留まらず、日本を代表するウォシュ・トイレ（ＴＯＴＯはウォシュレット、ＬＩＸＩ

Ｌはシャワートイレ、パナソニックはビューティ・トワレ、東芝はクリーンウォシュと各社によって名称が

違うので、総称として私が作った造語である）にして快適さを求めましょうーーーというわけだ。 

 それなら全国各地、いや世界のトイレを見て回ろうということで「トイレ探検隊」を編成することにし、

最初の首脳会議で、といっても３人だが、「探検隊」の結成を提案した。これには全く異論はなく、隊員を

募集しようという案もスンナリ受け入れられ、隊員証も発行することになった。「トイレ探検隊」の略称を

「トレタン」としたのも、仲間を増やす上で、愛称がある方が女性読者に好まれると考えたからだ。週刊文

春の強さは、週刊誌業屈指の女性読者が多いことだ。さらに「キャラクターのイラストを作ろう！」となっ

た。スヤマミズホさんが描く隊長の私も隊員１号の祖父江部員も、よく特徴をとらえたそっくりさんで大好

評だ。これで一気に読者との距離が縮まった。しかも毎週、隊員の声を誌面に反映させた。この手法は、週

刊文春の読者が５０代、６０代、７０代に多いことから、「オールナイトニッポン」「セイ！ヤング」とい

った深夜放送のリスナーだった可能性が高いと踏んで、それなら気軽に投稿してくれると読んだからだ。こ

の作戦は、いまのところ成功していて、この原稿を書いている７月１５日現在隊員は１４２人を数える。職

業も様々で、退職した悠々自適組から無職、主婦、サラリーマン、農業、企業経営者、タクシー運転士、警

察官、弁護士、作家、大学教員（教授、准教授、講師）、学校法人理事長、参議院議員、市議会議員、デザ

イナー、プロ野球コミッショナー、ＴＶ局役員、ディレクター、新聞記者、編集者（文春以外も）、看護師、

公務員、団体職員、中学生、大学院生、高等遊民等々。思い浮かぶ順に書いていっても枚挙に暇ない。 隊

員の住む地域も多岐にわたっていて、国内では北は北海道網走市から南は沖縄県那覇市まで、国外ではニュ

ーヨーク、ワシントン、カルフォルニア、ルクセンブルク、上海と広がりを見せている。外国からの報告も

おいおい掲載する予定で、近くブータンにも隊員がトイレ視察に訪れる予定だ。 
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トイレ探検、知床から屋久島まで 

 まず最初にとりかかったのは探検を前に、日本トイレ協会の高橋志保彦会長と佐竹明雄事務局長に企画の

趣旨を説明し、ご指導を願った。当然といえば当然だが、徒然草の第五十二段の「すこしの事にも、先達は

あらまほしきことなり」に従ったのが、実に良かった。日本のトイレ改革の流れを説明してもらい、今日の

トイレ業界の位置づけや、全体情況を把握するのに最高の出会いであった。一度掴んだ「ネタ元」は、雷が

なっても離さないすっぽん以上の根性を持って、その後もお二人には電話を掛けては、ご教示いただいてい

る。 

 次に全国のトイレを実見して回った結果を上梓しているマリトモこと吉田知子さんにも時間を割いて頂

いた。さらにトイレット博士とも言える李家正文さんの甥にあたる元フジテレビ記者の李家芳文氏にもお会

いして、正文さんの在りし日の思い出を聞かせてもらった。 

 そして仕上げとして最後に門を叩いたのは、ＴＯＴＯとＬＩＸＩＬの広報だった。実際に双方のショール

ームを見学させてもらったり、業界の歴史から現在までをじっくり教授してもらったり、大量の資料を頂戴

し、「トイレの世界」の奥の深さを実感した。 

 さて準備は整ったとばかり、秋の日差しが穏やかな１０月中旬。我らがトレタンは、東京国際空港（羽田）

から探検を開始した。というのも先に述べたが、 

２０２０年の東京オリンピックの窓口は、東京国際空港である。現在でも年間の利用客が６８９０万人、世

界第４位の空港である。ここのトイレが、日本の命ウンを担っていると考えたからだ。既に週刊誌で紹介し

ているので、改めて述べないが、感動するほど日本一、つまりは世界一のトイレだった。最初に頂点を見て

しまうと後が楽である。物指しは「東京国際空港」であり、基準を先に決めることが出来た以上、ここにど

こまで近づけるかが勝負と言えよう。かくして、私と隊員１号になった祖父江崇編集部員は、月の前半は全

国各地のトイレ探検に明け暮れている。（７月の人事異動で、担当者は８．１号こと児玉也一隊員というベ

テランに代わった）この１０ケ月で北は北海道の知床半島ウトロと羅臼、網走市能取岬から。東北は青森県

八甲田山、弘前城、岩手県中尊寺、仙台市長町市営バスターミナル、福島県棚倉、常陸太田市新宿町西山荘、

竜神ダム、都内各地、愛知県常滑市、京都伏見稲荷神社、醍醐寺、大阪城公園、造幣局、大阪市営地下鉄、

奈良県吉野山、福岡県北九州市、大任町、直方市、大分市、杵築市、鹿児島県南さつま市、屋久島まで、探

検箇所は優に１００を超えた。 

 このところトイレにまつわる話題が新聞テレビを賑わせ、トイレ大臣なる女性大臣も登場した。まさに我

らトレタンが目指す「公衆・公共トイレ革命」の日は近い。ホントかな。この拙文をお読みいただいている

ころ、我々は利尻島、礼文島、宗谷岬、納沙布岬、波照間島、与那国島の最果てトイレを探検している頃で 

ある。（東京都市大学メディア情報学部教授・本名 小俣一平） 

   

 

 
知床・羅臼町の公衆トイレ表示 

（ウオッシュ・トイレ） 

屋久島携帯トイレブース 福岡県大任町の１億円トイレ 

 

大阪市営地下鉄新大阪駅 
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 理事会経過（２０１５年４月 ～７月） 

  第１回理事会 

 1  日時 ４月６日（月）１７時４０分～１９時５０分 

 ２ 場所  ㈱レンタルのニッケン ＢＦ会議室 

 ３ 議題 （１） ２０１４年度収支報告、２０１６年度収支予算について 

    （２）２０１５年度総会プログラムについて   （３） 出版事業進捗状況について 

  第２回理事会 

 １ 日時 ５月１１日（月） １７時３０分～２０時００分 

 ２ 場所 ㈱レンタルのニッケンＢＦ会議室 

 ３ 議題 (1)２０１５年度総会・創立３０周年記念フォーラムについて  （２）出版事業について 

第３回理事会 

１ 日時 ７月１０日（金） １７時３０分～１９時３０分 

２ 場所 ㈱レンタルのニッケンＢＦ会議室 

３ 議題  （１）全国トイレシンポジウムについて（２）総会・記念フォーラム総括 （３）一般社団法人化 

 

【編集後記】 

  本号は、「2015 年度総会・30周年記念フォーラム報告」、「新理事・新企業会員紹介」、No.15-1の続

きである豊田浩志上智大学教授の「古代ローマ・トイレの落とし穴その２」と盛りだくさんの内容になりま

した。豊田先生の研究は大変興味深く、貴重な資料になると思います。また坂上遼先生のトイレ探検隊につ

いても改めて興味深く拝見しました。高橋会長のご尽力により鴨下一郎先生をはじめとする台湾、韓国、シ

ンガポール等からのお祝いのメセージを掲載できたことも、記念すべきページになりました。 

さて、今年は創立３０周年記念行事が続けて計画中ですが、フォーラムでの当協会３０年の軌跡は大変良

くまとまっており、まとめていただいた山本副会長の名文に白倉理事が年表そえ後世に残る資料になりまし

たことを感謝したいと思います。それを眺めながら、既に３０年も活動を継続していると思うと感慨深いも

のがあります。 

一方、今総会での若い金子新理事の誕生は、同じく若い白倉理事らと共に現代社会の動きに敏感で様々な

スキルを持った若い力を結集しやすくし、彼らがもっと経験を積んで本協会のさらなる発展と充実とに繋が

ることを期待します。また、新法人会員の皆様には今後も継続した当協会へのご支援を賜りたいと思います。 

長くなりましたが、当協会ニュースは、今まで佐竹事務局長が原稿を集め、当ニュースを編集し、高橋会

長が査読・校正しておられましたが、本号より広報部会の活動の一つとして、査読・校正を実施することに

致しました。佐竹事務局長には大きなご負担ではありますが、引き続き作成・編集・発行業務を継続してい

ただきます。 

今後も会員の皆様からのご要望を反映させ編集計画に生かしていきたいと思いますので、ご意見をお寄せ 

ください。今後ともよろしくお願い申し上げます。（広報・渉外部会 坂本菜子） 
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